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1 .はじめに

225 

ドイツの 68年世代を代表する作家の一人であるウーヴェ・ティムには，ポ

ストコロニアル三部作と呼ばれる作品がある。まずティムの第 2作自の小説

で， 1976 年に発表された『モレンガ~t，次に 1986 年発表の第 5 作目である r蛇

の樹~ 2，そして第 7 作目の『ヘッドハンター~ (1992) 3である o そのうち『ヘッ

ドハンター』は，主人公が趣味としてイースター島に関する文献を読み，最

後にイースター島を訪れてはいるが，実際には金融詐欺師を扱ったドイツに

関する物語である。従って実質的にポストコロニアル文学としての内容を持

つのは前二作であると言えよう。筆者が以前の論考で扱ったH モレンガ』は，

ドイツ帝国時代の植民地であるドイツ領南西アフリカ(現在のナミピア)を

題材としており rドイツで最も興味深いポストコロニアル文学J 5 と呼ばれ

るほど評価が高い作品である。『蛇の樹』は『モレンガ』とは全く違う手法で

書かれているが，様々な要素の綿密な構成によって読者の心を捉える力を持

ち，ティムの作品中重要な位置を占めると思われる O 本稿はその『蛇の樹』

を取り上げ，そのポストコロニアル文学およびインターカlレチュラJレ文学と

しての諸相を紹介しつつ，作品が持つ力にとってなるべく正当な解釈を試み

るものである。
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2 • ドイツにおけるポストコロニアルの r特殊な道」

本稿のタイトルにもあるポストコロニアノレという呼称は，ここ数年のドイ

ツ文学研究においては実は次第に衰退しつつある。それには概念の流行と衰

退という現象と共に， ドイツ独特の事情が関わっていると思われるので，ま

ずそれについて簡単に説明しておきたい。

ドイツ文学研究において他者および異文化との関わりを巡るディスコース

は，旧来から重要な構成要素であった。特にE.サイードの『オリエンタリ

ズム』による問題提起によって他者および異文化の名状と自己のアイデン

ティティとの補完的関係が意識されるようになってから，他者性を巡る問題

はさらに重要性を増し，従来のいわゆる、第三世界。との関わりを持った創

作や作品研究は主に、ポストコロニアJレ汐という概念を使用して行われるよ

うになった。さらに 1990年以降，ドイツの再統一とナミビアの独立によって

ドイツの植民地支配の記憶が覚醒されて以降は， ドイツにとってのコロニア

ルおよびポストコロニアルな社会が歴史研究や文学研究の対象となってい

る。

しかし植民地支配の歴史が 30年余りと短いドイツの場合，そのポストコロ

ニアルの様相は，数百年に渡って多くの植民地，言い換えれば政治的に隣接

した異文化が存在していたイギリスやフランスと比べ，次に挙げるような幾

つかの点において異なっている。

1)ドイツの公式な植民地支配は 1885年から 1918年までであるが， ドイツ

社会における理想の海外領土についての盛んな植民地主義的ディスコース

は，むしろその前後の時期に長く存在していた。特に第三帝国時代には，

失った植民地の奪回を呂論むナチスの世界政策の下に， ドイツ帝国時代に

も勝る植民地獲得のプロパガンダ作戦が文学や映画のメディアにおいて行

われている 6。従って， ドイツにとっての、コロニアルグは，長期にわたっ

て、植民地なき植民地主義かと言うべき査なものであった。

2 )ドイツの知識人層は第二次世界大戦後，ナチズムによる犯罪の検証と反
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省に多くの知的および感情的エネルギーを費やさざるを得なかったため，

過去の植民地支配の集団的記憶は極端に周辺的な位地に追いやられてし

まった。よってドイツにおけるコロニアルなディスコースの精神的遺産と

ポストコロニアル社会についての理解は，関係性が希薄である。

3 )ドイツ帝国はその唯一の入植植民地であった「ドイツ領南西アフリカ」

において原住民に対するドイツ語教育を制度的に行わなかったため，かつ
メトロポール

ての植民地の住民が宗主国の言語を使用して自己表現を行うという，イギ

リスやフランス，スペイン等のポストコロニアル社会で普通に起きている

現象がほとんど生じることがなかった70

以上のような状況はドイツの文学研究者によって，歴史学の用語に倣って

「ポストコロニアルにおける、ドイツの特殊な道九と呼ばれたりする8。つま

り，ドイツの文学研究におけるポストコロニアルの言説には，理論形成の面

においても実践の面においても，ある種の「居心地の悪さJ9が付きまとうの

である o

3 .ポストコロニアルからインターカルチュラルへ

グローパル社会において，他者および異文化は急激に接近しつつある。企

業は海外進出によって異なる政治・企業文化との接触を余儀なくされ，個人

による旅行や休暇先での異文化との接触は数限りなく起きている。それらは

幸福な避遁ばかりではない。ドイツ園内を見ると移民が統合されずに独自の

エスニツク・コミュニティを作っているという「平行社会 (Parallelgesell“

schaft) J の問題が危慎されるようになり， 2006年にはデンマークで起きた

「ムハンマド風刺漫画掲載問題」に刺激されたドイツの若きイスラム教徒たち

による「ドイツ鉄道爆破未遂事件」も起きている。また，アフリカからの難

民が押し寄せる地中海のランペドゥーザ、島がEU全体の問題となる一方で，

ネオナチも未だにアクチュアノレな問題であり続けている。グローパル化に

よって増大したこのような他者との近接性や問題の緊急性，また前述の「居
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心地の悪さ」を反映して， ドイツ文学研究の場ではポストコロニアルという

用語が次第に衰退し，代わって、インターカルチュラlレグという呼称が優先

されるようになっている。「インターカノレチュラル文学研究」は，広義には「文

学研究者がその研究において文化の違いについて，あるいは文化の境界を越

えて思考する時，いつでもどこでも存在するJ'0もので，狭義には，文化を接

触や交換，紛争の場と見なし，ポストコロニアルおよびポスト構造主義的な

認識を「解釈学的意味における対話性と結び、つけるものJllと見なされてい

る。

文学理論家のM ・ホープマンによれば，インターカJレチュラルなドイツ文

学研究が対象とするのは，-ドイツ文学における他者の表象，およびその表象

と，力と権力に関するパースペクティヴなしでは考え得ないような出会いの

文脈におけるドイツ人の自己定義との関係J'2ということになる。その実践は

テクストの創作，評論，分析のかたちで行われ13 ，-統一された方法や特別な

方法があるのではなく，様々な方法で構想された試みやモデルの集合がある

のみである。J'4しかしこの文学研究の志は非常に高い。インターカノレチュラ

ル文学研究は，例えば内省的には「異文化との対話によって自らのパースペ

クティヴの限界を知り，自らの行動規範の代替案を創案し，可能ならばそれ

を実現出来るように批判的に熟考することJ'5を目標としている。また，次の

ようなことも自らの社会的課題として掲げている O 「国際関係の経済化

( Okonomisierung)に抵抗し，ネオリベラリズムのジャルゴンにおいてはた

だ潜在的な商談の相手または消費者としてしか見なされていないような人々

を文化の担い手として捉え，それらの諸文化との対話を促進することJ16であ

る。

これほど野心的ではないとしても，同様の方向性を持つものとして，ガダ

マーの解釈学に受容美学の視点、を取り入れた「他者の解釈学 (Fremdher-

meneutik) J 17や「異文化解釈学 (Hermeneutikder Fremde) J 18，異文化聞

の理解に哲学的な関心の重心を置く「インターカルチュラル解釈学 Gnter-

kulturelle Hermeneutik) J'9等の解釈方法がある。そして従来はコロニアル
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およびポストコロニアル文学として捉えられてきた作品，例えばJ.コンラッ

ドやウーヴ、ェ・ティム，ハンス・クリストフ・プツブ(HansChristopf Buch) 

といった作家の作品，あるいはゲーテの『西東詩集』やレッシングの『賢者

ナータン』等を「他者の解釈学」あるいは「インターカルチュラノレ文学研究」

の切り口によって再読する試みがなされている200

ウーヴ、エ・ティムの『蛇の樹』はまずポストコロニアノレ文学として読まれ

るべき作品である。ホープマンの理論が述べているように，インターカルチュ

ラル文学研究において現代文学を論じる場合も，まずはポストコロニアルと

いう文脈において諸事情の関係を捉えねばならない。「インターカルチュラル

な関係性は，近代以来，主に植民地主義という現象によって特徴づけられる

緊張関係の磁場で生起している J21からである o では，ポストコロニアルとイ

ンターカルチュラJレという局面は w蛇の樹』の場合どのように重なり合って

いるのだろう。以下ではまずこの小説の概要を示し，さらにそれら二種の諸

相の解釈を紹介していきたい。

4.裏切られる期待

r蛇の樹』は南米におけるドイツ人技師の体験を描いた小説である。主人公

のヴァーグナ)はハンブルクの大手建築会社に勤める建築技師で，教師の妻

と一人息子との家庭を持ち，立派な持ち家もあって社会的には安定した暮ら

しをしていた。ある日彼は南米のある国における建築プロジェクトを現場監

督として引き継ぐことになり，単身で南米に赴任する。小説の舞台となる国

の名は作品中一度も明示されることはないが，文中の様々な暗示からアノレゼ、

ンチンであることは明らかである。そのアルゼンチンがパラグアイおよびブ

ラジルと国境を接する辺境の地で，ドイツ連邦共和国の借款によって建設中

の製紙工場を完成させることがヴァーグナーの任務だった。

南米には子供時代からの憧れがあった。 J.コンラッドの『聞の奥』を読

み，自分もジャングルを訪れてみたいと思った時期もあった。しかし実際に
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訪れた南米は彼の想像とは異なっていた。まず，任地である辺境の州へ向か

う途上，飛行機の同乗者たちの多くが洗練されたヨーロッパ風の外見をして

おり，自分が想像していたほどインディオの雰囲気が感じられないことに，

彼は幾ばくかの失望感(7)を抱く。また，空港で彼を迎えたのはドイツ系

三世の運転手で，その強いアンデス流ヘツセン詑りのドイツ語をヴァーグ

ナーはほとんど理解することができない。彼の家政婦のゾフィーもロシア革

命を逃れてきたロシア系ドイツ人の子孫だ。終末論を説くセクトの一員であ

る彼女が始終黙示録を引用してヴァーグナーの耳を煩わせるので，彼はこの

両者がむしろ「ドイツ語話者でなければ良かったJ (10， 51)と思わざるを得

ない。

彼が固にする風景も想像通りとは言い難い。くすんだ色の乾いた草地や赤

褐色のむきだしの大地を見て，彼は再び失望を味わう(10，212)。他方，彼

の邸宅は緑豊かな高級住宅地，ぺ緑の丘かと呼ばれる地所にあり，自動拳銃を

持った兵士とコンクリートの壁によって小屋のような住居が建つ外界から隔

てられ，護られているo 、緑の丘かの住民は裕福な現地人の家族とユダヤ系住

民，外国人たちで，例えばヴァーグナーの隣人はアメリカ人の農学者である。

おのずとヴ、アーグナーが接する棺手は限られる。まずは会社の経理を担当す

る如才ないブレドウ，建築副主任のシュタインホルスト，若いドイツ人技師

のハノレトマン，そして現地人通訳のファンである。ファンは隣国ノfラグアイ

の軍政を逃れて来たインディオで，幼少時にメノナイト派のドイツ系移民に

教わったという低地ドイツ語を話す。しかもベルリンに留学して文化人類学

を学んでおり，仕事の傍ら論文を執筆中だった。ヴアーグナーは他のドイツ

人たちと親称で呼び合うことを嫌う一方で，ファンとは自分の方言で気の置

けない内輪話が出来ることを喜ぶ。

ペ緑の丘グには、ドイツ人コロニーかと呼ばれるドイツ系住民の大きなコミュ

ニティが存在し，ヴァーグナーもすぐに招じ入れられるo コミュニティの社

交場はヴイ Jレヘルム時代のそれのようで，中心人物は軍人のクラーマ一大佐

である。ドイツの軍事アカデミーで研績を積んだドイツ系二世の大佐は，町
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一番の実力者でもあった。数年前に反政府蜂起が起きた後に市長職が廃止さ

れ，まだ若い大佐が地方総監として全権を委任されたのだ。乙の時，国の最

高機関はフンタと呼ばれる軍部評議会で，反政府的と思われる市民に対して

、汚い戦争グと呼ばれる対国家転覆活動戦争を行っていた。ヴ、アーグナーはク

ラーマー大佐に対して生理的嫌悪感を覚えるが，大佐の知遇を得ることは極

めて重要だ、った。辺境の州でも軍が市民の活動を監督しており，クラーマ一

大佐なしでは「何事も立ちゆかず，彼がいれば何でも可能になるJ (92)と言

われているからだ。そしてクラーマーの他に彼に強い印象を与えたのはドイ

ツから逃れてきたナチスの残党である。イスラエルの復讐の手が伸びてくる

のを恐れ，要塞のような家の中で暮らしているかつての親衛隊大佐，クラー

ゲスである。他にも裕福な医者や実業家たちの話から，彼らが壁の外側の人

聞から反感を持たれていることが伺える。ヴァーグナーはおよそ自分の住ま

いを居心地よく感じることができない。

5 .不穏な始まり

製紙工場の建設は元より容易ではなく，現場監督も二度交代していた。最

初の監督は反政府ゲリラに誘拐され，解放されたが帰国し，次の監督は精神

を病んで任務を解かれた。反政府蜂起が起きた頃には建設現場でもサボター

ジュや放火があった。ヴァーグナーは自分が問題解決の手腕を買われて抜擢

されたことを自覚していたが，初日から不運に見舞われる。出勤の途中，地

元のインディオたちによってインカの蛇として神聖視されているアカライ蛇

を車で牒き殺してしまう。言い伝えによると，この蛇を殺した者はいずれ溺

死する運命にあるという。この件はすぐに現場の労働者たちの聞に広まり，

以来インディオの労働者たちはヴアーグナーをそれとなく避けるようにな

る。彼が何らかの厄災をもたらすと思われたのだ。

また現場には技術的に重大な問題があった。まず工場用地が計画とは違っ

て，いずれ地下水の噴出によって沼地になる土地であることが判明する O こ
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のままだと 5年後には工場が沼地に埋没するo また建設中の支柱には鉄筋が

不足していた。しかもセメント工場から運ばれてくるコンクリート材の質が

劣悪で，このままだと建物倒壊の可能性があった。ヴ、アーグナーは改善に奔

走するが，彼の打ち出す対策はドイツ人スタップとの車L蝶を生む。事物の論

理に従うべきとするヴァーグナーに対し，私生活での失敗者で冷笑的なシュ

タインホルストは変化を嫌って現状維持を望み，柔和なハルトマンは周囲と

の摩擦を最小限に押さえようとする。ブレドウの関心事は専ら経費の問題

だ、った。さらにインディオの労働者たちとの関係も悪化するo ヴァーグナー

が神聖な蛇を殺してしまったことに加え，ボリビア人インディオの労働者が

不法就労発覚のために強制送還されたり，ヴァーグナ…が善意から労働者た

ちの衛生や食事に関与したことが彼らの感情を傷つけ，彼らがストライキに

入ってしまう。しかしインディオたちは結局ヴ、アーグナーの謝罪を受け入れ

て仕事に戻り，コンクリート材の質も改善されて事態は好転するかに見えた。

ところが軍がやってきて 4名のインディオたちを労働争議扇動の廉で逮捕し

てしまう。前回の反政府暴動が起きて以来，町は未だに戒厳令下にあった。

軍は労働者ストライキを蜂起の前兆として何よりも恐れており，ストに繋が

るどんな小さな試みも容赦しなかった。労働者の喪失は監督としてのヴァー

グナーの失敗であり，工事の進捗にとっても大きな痛手であった。本来イン

ディオの労働者たちを軍の関与から護りたいと考えていたヴァーグナーは，

良心の仮借に苦しめられることになる。

6. ¥¥異国の乙女，あとかたもなくかき消えぬ砂22

スペイン語能力の必要性を痛感したヴァーグナーはスペイン語の家庭教師

を雇うが，通訳のファンの紹介でやってきたのは，地元の学校教師を政治的

な理由でクビになったというスペイン系の若い女性，ルイーザであった。異

文化と接する場合，異性は最良の仲介役となり得るがレイーザは仲介役と

いうよりむしろ，ヴ、アーグナーに自らが抱える内面的不安定さを自覚させる
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役割を果たす。ヴアーグナーは自分でも驚くほど即座に南米行きの任務を引

き受けたが，その理由について長く考えを巡らしていた。確かに建築技師と

して外国で大きなプロジェクトを率いてみたいという野心があった。成功し

ている同僚と肩を並べたかった。また，いわゆる、第三世界かに赴いて現地

の技術躍進に貢献したいという願望もあった。しかし次第にはっきりと自覚

されるのは，妻との感情的な幹が減退して一一妻も犬の海外赴任をあっさり

と受け入れる 夫婦関係が停滞していることと，規則的だが味気ない日常

生活からの逃避願望だった。家庭において自分が余剰物であるかのように感

じていたヴアーグナーは，白分の存在がかけがえのないものであると思える

ような体験を欲していた。同時に自分の中から願望というものが「慣習や小

さな必要事に追いやられて失われてしまったJ (247) という思いも抱いてい

た。特にルイーザ、と出会って以来，自分の喪失感がはっきりと自覚されるよ

うになる。純真さと確固とした自意識が共存するルイーザに惹かれ，人生の

刷新の必要性を感じた彼は，ノレイーザ、との同棲を考えるようになる O ところ

が初めて彼女と一夜を共にした翌日，彼女が失綜してしまう o 実はルイーザ

はゲリラとの関連を噂されており，ヴァーグナーは周囲から彼女と関わらぬ

よう忠告を受けていた。最初は気にとめなかった彼だが，いざ彼女が失院し

てしまうと，最初の建築主任の誘拐にも彼女が関わっていたのではという疑

念を抱くようになる。その主任が拘束されていたアパートの描写とルイーザ

の部屋には一致点があった。この町の者ではない彼女を知る人は少なし彼

女の行方を知る術もない。ヴァーグナーは老成した若者，ハルトマンに助言

を求めるo

7 .開発援助の閣の奥

ハルトマンは南米での任期を終えて帰国しようとしていた。ヴァーグナー

とハルトマンは自ずと文化の相違について意見を交わすことになる。ハルト

マンはインディオの文化に深い関心を持ちながらも，彼らには関与しないと
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いう静観主義の持ち主だ、った。進歩でも文明でも外からやってきて人に押し

つけることはできない，と彼は主張する。「事物にそれ自体とは異質な論理を

押しつけることはできない。人間ならなおさらだ。押しつけは暴行のような

ものだ。事物が壊れてしまうように，人間だ、って壊れてしまう。J (208)それ

に対し，進歩主義者のヴアーグナーは，論理というものは自ずと貫徹される

ものだと応じる。彼は人間の願望には普遍性があると考える。「耕転機を一度

見てしまったら，誰も鋤で地面を耕したいと思わない。J (208)しかしハルト

マンは，自分の考えには普遍性があって規範的であるとする人たちを曙笑す

る。

「確かにドイツでは多くの人がそう考えている Oいつも進むべき道を知っ

ているつもりでいる人たちだ。最初彼らは何が人間の益になるかを知っ

ていた。つまり進歩と文明だ。今は何が益にならないかを知っている。

つまり進歩と文明だ。昨日彼らはコルビュジェの高層建築を建てたがら

ない人々のことを笑っていた。今日はそういう建物を建てたがる人々の

ことを笑っている。彼らは永遠の小利口者さ，たとえ自分たちを西洋中

心主義者といって自己批判するとしてもね。J (208) 

技術の信奉者であるヴアーグナーは，学問的な議論をしている聞に人が飢

えていく，と反論する。人が飢えないためには工業化するしかない。「しかも

これは屈の委託による仕事なのだ、。J (209)ハルトマンは次のように応じる。

「だからなおさらさ。全ての負担を背負うのはこの国の人たちなんだ。

我々は借款を与え，工場を建てて機械を導入し，原始林を伐採して自分

たちの尻を拭くための紙を作る。後に残されるのは赤茶けた荒れ地と使

い物にならない製紙工場，それに借金だ。(…)僕は工場が沼に沈めばい

いと思っている。しかも早ければ早いほどいい。J (209) 
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この対話により，ヴァーグナーの内面で変化が始まるのは確かである o 二

人は「沈みゆく船J (210) に乾杯して別れるo

冷静な部下によって目を聞かれるというのは wモレンガ』と共通した人間

関係上の構造である wモレンガ』においても，主人公のゴツトシャルクは部

下のヴェンストゥループの影響によって植民地戦争の不正義を認識するに至

る。同様にヴァーグナーも，ハルトマンの与える刺激によって様々な現象の

関連性を見る必要性に気づき始める。工事現場と予定地が一致しないのはな

ぜなのか。土地買収に不正があったのか。土地の所有者であるコンソーシア

ムの正体は?なぜコンクリート材は国の品質保証書通りではないのか。会社

はこの工事を受注するために多くの賄賂を支払っている。工事の欠陥すべて

を修復する資金は残っているのか。資金面で妥協すれば船は沈んでしまう。

かつてヴァーグナーは，自分は依頼された建物を建てるだけの、下働きかだ

と考えていた。しかしハルトマンは建物の目的を考えるべきだと言う o 彼の

ように考えて関与を縮減しでも船は沈む。しかしみすみす建設に失敗して自

らのキャリアを終わらせて良いのか。建設の失敗を見過ごす行為は r自分の

仕事を裏切るようなもの，破滅的な自己嫌悪J (164)だと思われた。彼は、考

え直さねばグと何度も自分に言い聞かせる。アウトサイダーの部下ならば，

職場を離脱して自分の思想的貫徹を図ることができる。しかし自らの欲する

ところは何なのか，ヴ、アーグナーは模索するo 最初の現場監督を誘拐したゲ

リラたちはなぜこのプロジェクトに反対していたのだろう。そしてルイーザ

は誘拐に関与していたのか。疑念を抱く一方でルイーザ、を取り戻したい

ヴアーグナーは，彼女に関する何らかの情報を求めて首都まで出かけて行く。

そしてその際、汚い戦争'の現実を垣間見ることになる。

8 .失蹟しかかるウeァーグナー

首都に出たヴァーグナーは行政官庁を訪れるが，ルイーザ、に関する手がか

りは何も得られない。官吏の話によると，地方では軍の最下層部でさえ独自



236 人文研究第 126 輯

に行動するため，誰の身に何が起きても何も記録に残らない。しかも r長髪

で髭面の者，眼鏡をかけていて 30歳以下の者，ジーンズを履いて本を読んで、

いる者なら誰でも J (224)反政府派と見なされて連行される恐れがある。ル

イーザ、はカルペンティエルを読んでいた。

官庁の中庭に見慣れぬ高木を見たヴァーグナーは，官吏にその樹の名前を

尋ねる。作品のタイトルである"~'Ëの樹グ23 である。それは 170 年前にこの国

の独立を記念して植樹されたものだが，官庁の裏が拘置所だ、ったため，囚人

が二度と拘置所から出て来ないとしたら，その樹に住んでいるという蛇に暁

まれたせいだという迷信が形成され，今でも信じられているという o 迷信の

根絶と称して軍がその樹を伐採しようとしているが，本当は樹が行方不明者

の象徴になってしまうことを恐れているらしい。ドイツで情報学を修めたと

いうその若い官吏は rすべてが滑稽で、浅はかな話だJ (225) と一笑するが，

ヴアーグナーにはその樹の枝が投げる陰が拡がる黒雲のように見える。結局

ルイーザの手がかりは何もつかめず，首都への旅は徒労に終わった。

帰路の途中で道に迷って遼巡するヴァーグナーは車の部品と鞄を盗まれ，

路線ノてスとロパを乗り継いで、帰宅する羽目になる。ロパに乗って森の中を行

く途中で，大胆な弧を措くコンクリートの建築物が突然頭上に現れて驚嘆す

る。ハルトマンの話にあったサン・イシドロの高速道路橋である。それは 6

車線の高速道路から成る地上 150メートルの橋梁で，進入路がないために無

用の長物となって森の中に放置されていた。元は近隣の錫鉱山と当時の大統

領の郷里の村を結ぶために計画された， ドイツとフランスの借款による建設

プロジェクトだった。ところが錫鉱山は採算が悪化して閉鎖され，大統領も

クーデターで失脚したために建設が中止され，橋梁部分のみが残されたので

ある。その見事な橋はヴァーグナーが信じるところの，技術による「事物の

実現可能J性J (152) を示すものではあったが，同時にハルトマンの言う「汚

職と杜撰な計画の記念碑J (253)でもあった。

森を出た後はパスで帰宅する予定のヴァーグナーだったが，途中の宿で睡

眠中にいきなり部屋に踏み込んで来た兵士たちに連行され，秘密収容所に収
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容されてしまう。恐らくゲリラのシンパと思われたのだろうが，身分証を失っ

た彼は身元を証明できないまま拷問部屋で屈辱的な扱いを受け，独房に放り

込まれる。独房で彼は殺害されるかも知れないという恐怖と闘う。その秘密

収容所では連行されたと思われる多くの男女の姿も見た。結局ブレドウと連

絡が取れて嫌疑が晴れ，自宅に搬送されて事なきを得るが，リュッツエラー

の解釈によると，ヴアーグナーはこの恐怖の体験により，日頃見慣れた知覚
ヘテロロギー

可能な世界が部分的に関係性を失うという非相向性を体験するヘ世界は自

分が考えたような方法で成立しているのではないのだ。この遠出の間に起き

た一連の体験により，彼の内面で起きていた変化がさらに大きなものになるo

9 .抵抗の前兆

ヴァーグナーはこの国に来て以来，時々熱と悪寒に襲われていた。自分ず

は流感に擢ったと思っていたが，彼の様子を見たブレドウは，ちょうど風邪

のような症状で始まって次第に悪化する奇妙な病気に言及する。欧米人のみ

が擢患し，しばしば死に至るので「アタワルパの復讐J (270) と呼ばれてい

る深刻な病気である。しかし医者に行くように言われでも，病気休暇を取っ

て帰国するつもりなどないヴアーグナーは耳を貸さない。

留守にしていた間に、緑の丘グでは変化が起きていたO 丘と周囲を隔てる

壁が高く補修され，有刺鉄線が張り巡らされた。ヴァーグナーの隣家は丘の

上方へ越して行き，彼も安全な場所に越すよう会社から勧告される O 壁の外

側の不穏な雰囲気には，ヴァーグナーも以前から気づいていた。壁の外の小

屋が日毎に壁側に近づいていたし，夜になると時々爆発音や銃声が聞こえ，

壁沿いに潜んで何かの作業をする人影も見えた。何かが起きつつあった。

そして職場では，ヴァーグナーの留守の聞に通訳のファンが失綜していた。

タバコを買いに出て位致されたらしい。ルイーザ、とファンの失院には関連が

あるとヴアーグナーは確信する O そしてファンと十分に語り合わなかったこ

とを激しく後悔した。工事現場では，以前ヴアーグナーの抗議によって改善
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されていたコンクリート材が再び、劣悪な状態に戻っていた。しかしヴアーグ

ナーはそのコンクリート材の{吏用を許可する。つまり自ら船を沈めるための

決定を下したのだった。建築事務所の床は既に傾斜していた。ヴァーグナー

は「破滅に向かう密かな意欲J (289)を感じていた。「その破滅はすでに全て

のものを巻き込んでいた。否，それどころかすでに建設そのものの中に潜ん

でいたものだった。J (289)彼は物事の進展に身を任せる決意をしたのだ。そ

してその日，激しい豪雨が襲来する。土地も道路も見る聞に冠水していく。

洪水がやってくると同時に，町では複数の工場のストライキや警察への襲

撃が起きていた。多くの兵士が動員され，まさに戒厳令下の状態となった。

ブレドウ家にセメント会社の重役やクラーマー大佐が集まる o ヴァーグナー

はそこで白分に賄賂が支払われる手筈であることを知る。質の悪いコンク

リート材を許可した報酬だ。彼はそれと知らぬうちに贈収賄で私服を肥やす

一味に荷担したのだ、った。彼は悪寒に襲われ，町は停電する。首都ではゲリ

ラがラジオ局を占拠したとか，革命が始まるという噂が流れる。外では銃声

や爆発音がして戦車が出動し，遠くから火の手が上がっていた。、緑の丘グの

外側はすっかり冠水しており，帰宅したヴァーグナーは庭の暗闇に多くの人

影を見る。恐らく水害を避けるために壁を超えて侵入した人々だ。ヴア}グ

ナーはその中に連行されて行った自分の労働者たちの姿を見る思いがし r彼

らになら手を貸せる，彼らになら壁を越えられるよう手助けをしてもいい」

(298)と考える。彼は怒りと失望と喜びが入り交じった感情に襲われていた。

熱と悪寒を感じながらしばらく暗聞の中で銃声を聞く。銃声が止んだら雨音

のみが聞こえる。それは「まるで世界が息を潜めているかのようだ、った。」

(299) 

作品はこの文章で終わっており，多くの疑問が残されたままとなる。ヴアー

グナーは果たして「アタワルパの復讐」に襲われたのか，民衆蜂起が起きた

らヴァーグナーはどう行動するのか。これらの問いは聞かれたままであり，

すべてが読者の想像に委ねられる。
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10. (ポスト/ネオ)コロニアル社会としてのアルゼンチン

『蛇の樹』はアルゼ、ンチンを舞台とした小説でありながら，現地人の登場人

物たちの台詞が少ない。ヴァーグナーが日常で直接言葉を交わす現地人は通

訳のファンと家庭教師のルイーザであるが，二人とも彼がよく知り合いたい

と望んだ矢先に失践してしまう。『モレンガ」の場合と同様 w蛇の樹』にお

いても他者はあまり l声を持つことはない。物語は筋に不在の中立な語り手に

よってヴァーグナーの視点から語られており，このことを西欧のパースペク

ティヴの支配，主人公に対抗する現地の声の欠如として批判する研究もあ

る25 しかしティムのポストコロニアル文学における他者の声の背景には，他

者の主体としての声を創造して語らせることは不誠実な行為26であるという

ティムの考えがある wモレンガ』について，他者の声を創造するという「感

情移入の美学自体がコロニアルな行為だ、J27と彼は語っている。他者の声を聞

こえるものにする試みが r白人が自己投影をするための見えない鏡J28と

なってしまうのは，実はポストコロニアル文学における「袋小路J29なのであ

る。しかしこの小説の場合，現地の声の欠如が声なき大衆という原住民の位

置を際だたせていると考えるべきであろう 30 特にインディオの労働者たち

は彼らの代表者と通訳を通じてヴァーグナーと交渉するため，全く声を持つ

ことはない。自ずと声と力の偏在について考えなければならない。するとこ

の国の(ポスト/ネオ)コロニアルな状況が層を成して見えてくるはずだ、。

その状況は以下の 3つの相のもとに整理することができる O

1 )移民政策と従属的文化

プーJレのある大邸宅に家政婦を置いて住むヴアーグナーの暮らしぶ、りは，

まるで植民地官吏のそれのようである 31 また周辺には，、緑の丘'にせよ，

高級ノてーやスポーツクラブにせよ，多くの外国人たちがいる。彼らは開発援

助によって潤う辺境の地にビジネスチャンスを求めてやってくるヨーロツパ

人であり，ブラジノレ人，ヴェトナム人，軍事顧問としてのアメリカ人たちで
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ある。しかし作品の中で特に大きな存在感を持つのは， ドイツ人コロニーの

ドイツ人たちだ。彼らはヴィルヘルム時代の語棄とズュッターリン筆記体を

使って生活し，庭には離の木を植えて小人の置物を置く。ドイツ本国の人聞

にこの話をしても「誰も信じないだろう J (77) とヴアーグナーは考えるが，

この意外なコミュニティ像の背景には，アルゼンチンにおけるドイツ系移民

の現実の存在がある。彼らの多くは他のヨーロッパ系移民と同様に 19世紀に

南米に移民してきた。ヨーロツパ系の中でも特にドイツ系住民たちは能率，

秩序，組織力といった素質を生かし，多くが経済的，社会的，政治的に重要

な地位に着いていると言われている。作品においても地元の人間たちはドイ

ツ人に対する賞賛を口にする o

中南米で半生を過ごしたというM・ラルは w蛇の樹』のテーマはドイツ人

コロニーであると考える一人である 32 Iラテンアメリカ大陸全体が，ドイツ

が、太陽の下に国土をグという植民地の夢を見るず、っと前に独立していたの

だ。なのにドイツ人たちがラテンアメリカの多くの都市で自らを、ドイツ人

コロニーグと呼ぶ、のはおかしなことだ。まるでその土地を植民地化するため

に来たかのようにJ33，と彼女が語るのは興味深い。ドイツが実際に入植植民

地を所有したのはアフリカであったが， ドイツ人による植民地のイメージ形

成について研究している S・ザントップによると， 18世紀末からドイツに

とって植民地願望の大切な投影先だ、ったのはアフリカではなくて南米であっ

た34

仮に南米移民としての個々のドイツ人には上述のラルが言うような植民地

化の意識がなかったにせよ，アルゼ、ンチンにおける 19世紀半ばからの政策は

人種的観点による欧化主義であり，それによって先住民やその文化，スペイ

ン的伝統といった要素が排除され，ヨーロッパ近代を範とする従属的な文

化35が誕生することになった。しかも 20世紀初頭には先住民を劣等人種で消

滅すべき運命にあるとする人種論者が影響力を持ちへ移民による白人化に

よって国民の人種的変革とメンタリティの改革を目指す発想、が支配的とな

る。これはドイツ帝国が 19世紀末に南西アフリカを領有し，人種主義による



ウーヴェ・ティムの『蛇の樹』におけるポストコロニアルおよびインターカルチュラjレ文学としての諸相 241 

圧政を行った際の思想と同質のものだ。つまりアルゼンチンの先住民たちは，

国が 1816年にスペインから独立した後も，新たな移民政策によってさらなる

植民地化を被ったことになる。インディオやガウチョはパンパを追われ，都

市からは黒人が姿を消した。 1930年代後半にはイタリア系住民が国民の 4割

を占めるようになったが，移民の中にはドイツ系も多く， ドイツ語話者とい

う範轄で見ればその時代の移民の約4分の 3がヴォノレガ・ドイツ人を含むド

イツ語話者だったと言う九文化のヨーロツパ化というこの強制的で非大衆

的な支配的政策は，固から創造的エネルギーを奪い，主権国家として発展す

る能力を損なったと，今日では民族主義者から非難されていると言う 38

作者のティムが支配的なヨーロッパ文化の象徴のーっとして使用している

のが，キリスト教的言説と宣教師の像である。ヴァーグナーは家政婦のゾ

フィーや，首都からの帰路において出会うドイツ人家庭の家長から終末論的

説教を聞かされて辞易する。しかも，物語の終盤で彼も破滅に向かっていく

かのような気分に陥ることから，宗教的言説が否応ない影響力を持つものと

して描かれている o また，インディオであるファンの口から，時折キリスト

教宣教師に対する反感が間かれることも見逃すことができない。ある日彼は，

ヨーロッパからの宣教師と遭遇した後に，抵抗の手段として子孫を残さない

ことを決意したあるインディオの部族の話をする。また，開発援助の功罪に

ついてヴアーグナーとハルトマンが語り合っていた時，自分の郷里のグラン

チャコ地方に住むメノナイト派の宣教師について次のような話を始める，-僕

らの部族が住んでいるヤカレ河畔では，上流に一人の宣教師が住んでいる。

そして下流にも一人の宣教師が住んでいる。僕等の族長はいつも言ってる，

二人分だけ多すぎるってね。J (129)自分たちは宣教師ではないと言うヴァー

グナーに対し，彼は続けて言う。「同じ事さ。君たちエンジニアは宣教師だよ。

そして君たちの方が強力な宣教師さ，つまり普通の宣教師たちは奇跡につい

て話すだけなのに，君たちは奇跡を起こすんだからね。J (129)実際には宣教

師の恩恵を受けたファンではあるが，彼の頭の中にはかつて宣教師がいな

かったインディオの世界が存在し，その後二種類の宣教師と遭遇する歴史が
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意識されていることが分かる。つまり，読者はここに二重のコロニアルな構

造を見ることになる。スペイン系の西洋人に植民化された南米，そして独立

した政府の移民政策によって改めてヨーロッパに対しての従属的文化におと

しめられた南米である。アノレゼ、ンチンのポストコロニアルは，実は未だにコ

ロニアルなのである。

2 )軍政とドイツの関係

ドイツ系住民たちが影響力を持っていたのは政治や経済の分野だけではな

かった。彼らは軍隊との深い結びつきを持っていた。 M'パー=ソ、ウハーに

よると， ドイツ入社会が南米のほぼ全域の政治に決定的影響を与えていたの

は，ドイツ帝国の軍事使節団によって訓練された軍隊を通してだった39。使節

団の中には後にナチスの要人になった人物もいる。第三帝国の首脳部は， 1933

年に政権を握った当初からナチズムを南米諸国に伝播するために努力を払っ

てきたと言われている。そして閉鎖的な狭いドイツ的世界で育った南米のド

イツ系移民の存在は，南米諸国でナチスが大規模な運動を展開するのを助け

た40。しかも第二次世界大戦後，戦前からナチスの崇拝者でナチスの関係者か

ら金銭的援助も受けていたと言われる 41陸軍大佐の J・D.ペロンが政権を執

ると，ナチスと政権との結びつきはさらに強まるo ペロンはドイツ系とイタ

リア系移民の力を借りて箪を近代化し，国を工業化するための 5カ年計画を

立てる O移民の過去の党籍など問われなかった42。その際アイヒマンに代表さ

れるナチスの有力メンバーの多くがアルゼ、ンチンに移住したのはよく知られ

ている事実だ。

『蛇の樹』ではドイツ人コロニーの元親衛隊大佐クラーゲスについて，ヴァ

ティカンの関与によってアルゼ、ンチンに入国したこと，また秘密裏に移送さ

れたドイツの国家資金を秘匿していることなどが噂される。読者はアイヒマ

ンのような人物が現在もアノレゼ、ンチンにおり，それがドイツ人コロニーの現

実であることを想像することになる。クラーゲスがヴアーグナーに父親の戦

績について尋ねる場面は，ヴァーグナーもドイツ系二世のクラーマ一大佐と
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同様にナチスから数えて二世代目であり，彼らが皆同じ歴史を共有している

事実を思い起こさせる。ペロンと同じく軍の大佐であるクラーマーは，この

国で「ヨーロツパ並の水準で機能しているのは軍隊だけだ、J (91)と自慢する

が，ヨーロッパ並ということはこの場合ドイツ的ということであり，その軍

隊が多くの市民を誘拐し殺害する 43r汚い戦争Jを行っているのである。他に

もドイツ連邦刑事局で研修を行ったという情報局の高官の存在など，この政

権とドイツとの関係の深さは注意に値するヘしかも，軍部が市民の抑圧を

f子っているのは隣国のパラグアイも同様である。ティムは『蛇の樹』出版の

翌年にストロエスネル大統領の人権弾圧を告発する「パラグアイへの旅J45 と

いうエッセイを発表しているが，そのドイツ系のストロエスネ1レ政権から逃

れて来たファンは，南米の「独裁者はどこでも至極似通ってるよJ (71)と自

ら語った通り，結局アルゼ、ンチンでも軍の弾圧を免れることはできなかった。

ファンとルイーザの連行がクラーマーの部下によって行われたことは作品の

細部が暗示しており，大切な二人の人間を失ったヴァーグナーがクラーマ一

大佐に抱く敵意は容易に理解できるが，主人公の感情は，子供の頃から全体

主義の名残を忌み嫌っていたティムの感性を反映していると思われる。軍部

が直接政権を執って杜会の政治的安定を強行に確立しようとする全体主義的

政治に，ティムがドイツの全体主義との相同性を見ていることは，明示され

ないアルゼンチンという国名と共に，明言はされないが作品に通底する感情

の一つであるo

3 )開発援助によるネオコロニアリズム

ティムはインタヴ、ユーやエッセイ，講演などによって自分の作品について

比較的多くを語る作家である。『蛇の樹』についても同様で，作品成立の背景

について多くのことが語られている460例えば，主人公のヴアーグナーに実在

のモデルがいたことである。それはティムがある時アルゼ、ンチンの地方都市

のパーで出会ったドイツ人の建築技師で，彼が国の北部に建設した製紙工場

は汚職の結果として沼地に埋没してしまい，彼が恋をしていたスペイン語教
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師は失院してしまったと言う。クーデターによってイザベル・ペロンを追放

して大統領となり，後に人道に対する罪のために終身刑の判決を受けた J• 

R'ヴィデラの時代だった470

そもそもティムはアルゼ、ンチンをよく知る人物である。学生時代に結婚し

た彼の妻は 150年前にアルゼ、ンチンに移住したドイツ系移民の子孫で，ドイ

ツ人コロニー育ちでもあった。ティムはしばしば家族連れでアルゼ、ンチンに

帰省し，そこでの暮らしを体験している。しかし上記の技師に出会うまで，

ティムは南米を舞台にした小説を書くつもりはなかった480が，この人物の話

はその時ティムの頭にあった二つの事柄と深く関わっていた。技術進歩主義

と開発援助である。当時のティムは，現代の科学技術が人間の生活を利する

よりもむしろ環境破壊や原発事故等の破滅を引き起こすのではという懸念を

抱いておりペまた世界各地で開発援助がもたらす損害や不正を見て，援助の

オールタナティブなかたちの可能性について思案していた。このごつを巡る

想念がパーで、会ったドイツ人技師という恰好の主人公を得て，物語というか

たちを取って熟成されていった50

ヴアーグナーは製紙工場プロジェクトの多くの問題を見て，-気が変になら

ない方がおかしいJ (164) とは思っても，ハルトマンと出会うまで開発援助

に関して深い考えを持たなかった。が，次第に様々な現象の関連性が見える

ようになると，製紙工場も高速道路橋も人々に利益をもたらさず，むしろ環

境破壊をもたらし，社会のごく一部を潤すだけだと気づく O ルイーザの台詞

通り，この町の人聞はヴアーグナーのように仕事帰りにテニスなど出来ない。

現場の現地人スタップが時々欠勤するのは，副業を持たねば食べていけない

からであり，現場の底辺にいるインディオの労働者たちの住環境は劣悪であ

る。彼らがストライキを始めた時，ヴァーグナーは，-惨めな宿舎，安い賃金

で，家族や仲間たちを離れ，全てを甘受して」働く彼らには「もっとず、っと

前からストをする十分な理由があったはずだJ (173) と考える。他方では，

ヴアーグPナーの会社が賄賂を払ってこの国で多くのプロジェクトを請け負

い，利益を上げている o 裕福なドイツ貴族のブレドウやセメント会社の重役
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は経費の一部を着服して私腹を肥やす。国は何十年もかけて全てを返済しな

ければならない。すでに文化的に従属的なアルゼンチンは，この査な開発援

助によって経済的にも従属的状況に置かれ，国が自立的に発展を遂げる道を

閉ざれる 51。先進国が後進国を抑圧的に経済利用するという意味において，開

発援助は巧妙で陰湿な形態の植民地主義である520

『蛇の樹』をポストコロニアル文学であるとする多くの評論は，乙の開発援

助に関わる局面のみを捉えて主張を展開しているが，筆者の考えではコロニ

アノレの状況は上記のように多層的である。 M.ヒールシャーは 2005年の評論

の中で，発表から 20年を経てこの作品を読むと，そのポストコロニアルな局

面が以前にも増して明確に把握できるようになり，このテクストが持つ畑眼

が際だつ，と述べているへそれはアツシュクロフト他の理論警が述べている

ように，コロニアルという現象に「一貫して同じ性質の問題が」この 20年間

「認められるJ54からだとしたらなおのこと，ポスト，ネオ等の用語には二義

的な重要性しかないのであり，あるのは不当な支配と抑圧の緊張関係である o

我々が行うのは目を凝らしてそれを注視することである O

11.失敗の功績

インターカルチュラル文学としてこの作品に注目するなら，すぐ念頭に浮

かぶ像はライトモチーフとしての「蛇」である。蛇は主人公がアルゼ、ンチン

の文化や事象，人々と接する 4つの場合に登場し，それぞれが象徴的に働い

ているo まずはヴアーグナーが神聖視されているアカライ蛇を蝶き殺す場面

である o 蛇は理解が困難な異文化の象徴である。ヴァーグナーはタブーの侵

犯によって周囲から社会的な罰を受け，制裁を解かれるためには率直な謝意

を表明するしかない。

作品のタイトノレである「蛇の樹」は，象徴として作品中最も重要である。

この樹が本来独立の記念として植えられ，後に拘置所から帰れぬ人々を，ま

た現在では失綜した人々を想起させるという事実から，作品全体に冠せられ
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た名辞としての「蛇の樹」は，国が主権居家になってもその運営が難航し，

政権によって幸福な暮らしを奪われる人々の顛難を象徴していると言えよ

う。リュッツエラーの考えでは，この作品のテーマは「汚い戦争」における

人間の失綜であり，作者はヴィデラ政権時に行われた非人道的な人権侵害を

告発していることになる 55が，筆者の考えでは，作品は「汚い戦争」の犠牲者

のみならずインディオの労働者などを含めて，政権が人々に困難な生活を強

いることの不当性を告発していると考えられる。

また，ヴァーグナーが首都からの帰路に迷って迷走する途上で，毒蛇に校

まれて指を切り落とした男に出会うバナナ園での情景がある。この男は指を

蛇に暁まれた後すぐさま医学的に正しい処置をし，病院へ向かうヴァーグ

ナーの車中では落ち着いて弱々しい笑顔さえ見せる。病院での治療までの挿

話的状況には迷信など介在しない現代医学の論理，ヴ、アーグナーが信じる「事

物の実現可能性」の論理があるのみであり，このヴァーグナーの介助によっ

て，彼のタブー侵犯の禍々しさが中和されてゆく過程が見て取れる。

最後に，ヴァーグナーがロパの背に乗って森の中を行く場面にアカライ蛇

が登場する。ロパ使いの親方が歩を止めて蛇をやり過ごす様子をヴアーグ

ナーが見つめる情景に，蛇にまつわる文化的な学習の過程が表現されている

と言えよう。

また，主人公の他に 3人のドイツ人が登場するのも，インターカルチュラ

ル文学として読むこの作品の面白さの一つである。ア/レゼ、ンチンに長く住む

ブレドウはこの社会の成功者であり，軍や省庁と良い関係を築き，時には自

分の利益のためにそれを利用する。挫折感の持ち主であるシュタインホノレス

トは不正や間違いを看過し，自分の安全な居場所を確保している。しかしブ

レドウについてヴァーグナーに「気をつけろ，やつらはハイエナだJ (136) 

と忠告するなど，自分の良心の境界は守っている。若いが慧眼の持ち主であ

るハルトマンは仲裁者の役柄だが，物事に関与し過ぎないよう場所移動を繰

り返すタイプである。異国で働くドイツ人はそれぞれの人物の様々な側面に

自己投影できるだろうと思わせるものがある o 主人公のヴァーグナーは政治
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的に最もナイーヴで，最終的には業績の面でも私生活の上でも失敗者となる。

他の誰でもなく最後に暗閣の中に立ち尽くすヴアーグナーが主人公であるこ

とによって，作品によって「読者に沢山の問いをかける J56とティムが意図し

た通り，読者には沢山の聞いが残され，読者自身が追体験による自己定義を

行うことになる。ティムの作品の主人公の行動について総じて指摘される「失

敗の功績J57が，ここでも発揮されている。ポストコロニアル文学という概念

が広まった時，セミナーや会議の参加者たちが競うようにしてこの作品を読

んだという逸話58 も，額ける話である o

以上見てきたように，ホープマンの理論にある通り，他者との関係性に関

するポストコロニアルな力関係の文脈上にドイツ人の自己定義を読むことが

できるという意味において w蛇の樹』は興味深い小説である。

また，作品の美学的な特徴については詳述することができなかったが，物

語は細部が緊密に構成されており，重く陰欝な内容でありながら冒険物語の

ような緊迫感を味わいつつ読み進めることが出来る。昨今のドイツ文学界に

おいては貴重な語りの名手59 と言われるティムの，面目躍如たる作品である。

、主
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Zu postkolonialen und interkulturellen Aspekten 

in Uwe Timms Der Schlangenbαum 

Miyuki SOE]IMA 

>Der Schlangenbaum< (1987)， Uwe Timms funfter Roman， wird in 

den letzten Jahren unter dem Aspekt interkulturel1er Germanistik inter-

pretiert. Aber interkulturelle Konstellationen der Gegenwart mussen 

zuerst im Kontext des Postkolonialen begriffen werden， denn interkultu-

relle Konstellationen finden in einem Spannungsfeld statt， das seit dem 

Beginn der N euzeit durch das Phanomen des Kolonialismus gekennzeich-

net war. Das ist auch bei diesem Roman der Fall. Die postkolonialen 

Aspekte dieses Romans konnte man in folgenden drei Punkten zusammen-

fassen. 

1) Unterdruckung der Indigenen: Wagner， der Protagonist des Romans， 

ist Experte von Tief-und Hochbau， und ubernimmt die Bauleitung einer 

Papierfabrik in Argentinien. Er wohnt wie ein Kolonialherr zusammen 

mit europaischen und amerikanischen Experten in einem W ohlstandsvier-

tel. Dort gibt es auch eine groβe und reiche "deutsche Kolonie“， wahrend 

indigene Arbeiter in menschenunwurdigen Verhaltnissen leben. Indigene 

Kultur und Leute sind durch die "Europaisierung“des Landes als Immi-

grantenpolitik Argentiniens verdrangt und unterdruckt. 

2) Militardiktatur mit deutschem Hintergrund: Die Militarjunta des 

Landes fuhrt einen schmutzigen Krieg gegen jede Art von politischen 

Gegnern. Sowohl Wagners Spanischlehrerin und Geliebte als auch sein 

Indianer Dolmetscher fallen ihr zum Opfer. Der Militarbevollmachtigte 

fur Wagners Stadt ist Sohn deutscher Einwanderer und hat an der 
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Bundeswehrakademie studiert. Das erinnert daran， dass sudamerikani-

sche Armeen von der wilhelminischen Armee trainiert wurden. 

3) Entwicldungshilfe als neue Form von Kolonialismus: Die Papierfab-

rik， die nicht nur Einheimischen gar nichts nutzt， sondern auch die 

Umwelt zerstort， wird mit deutschem Kredit finanziert und von einer 

deutschen Baufirma gebaut. Dennnoch ist dieses Bauprojekt durch 

Korruption zum Scheitern verurteilt: das Fabrikgebaude wird in funf 

J ahren im Morast versinken. Dabei ist dieses schlecht geplante Baupro-

jekt kein Einzelfa11 im Lande. Entwicklungshilfe ist eine getarnte Form 

von Kolonisation， denn Industriestaaten bereichern sich auf Kosten von 

Landern der Dritten Welt. 

Konfrontation mit der fremden Kultur ist auch ein wichtiges 

Thema. Die Schlange wird hier als Symbol des einheimischen Aber-

glaubens und als Leitmotiv benutzt. Gleich am ersten Tag uberfahrt 

Wagner eine Schlange， an die sich der Aberglaube knupft， dass der 

ertrinkt， der sie totet. Das macht seine Zusammenarbeit mit den in-

digenen Miarbeitern schwer， denn sie glauben， eine Macht -und keine 

gute -verstecke sich hinter dieser Totung. N achdem Wagners Geliebte 

verschwunden ist， sieht er einen Schlangenbaum am Ort eines fruheren 

Gefangnisses. Wer dieses nicht mehr verlasst， der ist von einer der 

Schlangen， die angeblich im Baum leben， gebissen worden四 soerzahlt die 

Legende. N achdem sein Dolmetscher auch verschwunden ist， lasst das 

sich auch so deuten， dass Wagner in die Verstrickungen des Schlangen-

baums geraten ist und nicht mehr entkommt. Was sol1 ein aufrechter 

und gutwilliger Deutscher vor dem Abgrund tun? Seine Fabrik wird 

versinken und die beiden fur ihn wichtigsten Menschen sind verloren 

gegangen. Die Frage bleibt offen und fur Leser ist es das ein interkultu-

re11er Lernprozess. 




